
今年度も、備前・和気、赤磐、瀬戸内の３地域でネットワーク会議が開催されました。

この地域に 「特別支援ネットワーク」が構築されて約３年が過ぎました。その間、自立支援法の、

施行にともない、各市町村に自立支援協議会が設置されるなど、社会の情勢も大きく変化してきまし

た。そのような状況を踏まえ、各地域ではそれぞれの実情に合った特別支援ネットワークの在り方を

検討してきました。

備前・和気、赤磐では、これまでの「特別支援ネットワーク」の中の「就労・生活支援ネットワー

ク （卒業後）が自立支援協議会に移行し 「幼児支援ネットワーク （就学前）と「教育支援ネット」 、 」

ワーク （就学中）が一つになって、新たに「特別支援教育連携協議会」となりました。」

、 。瀬戸内では これまでと同様に３つのライフステージ別ネットワークを運営することになりました
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今年度は、それぞれの地域の実情に合わせたネットワークの運営になりましたが、どの地域も教育

・医療・福祉等の関係機関が互いに密に連携し、子どもたちの個々のニーズに適切に応じる支援をし

ていくことに変わりはありません。

赤磐市特別支援教育連携協議会、備前・和気特別支援教育連携協議会では、新しい設置要綱や協力

関係機関の役割について協議しました。

瀬戸内市特別支援ネットワーク会議では、全体会で設置要綱の確認をした後、就学前・就学中と卒

業後の２つに分かれ、情報交換を中心に話し合いをもちました。


